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「
三
都
賦
」
劉
逵
注
の
注
釈
態
度

一
、
劉
逵
注
の
特
異
性

西
晋
の
武
帝
期
（
二
六
五
―
二
九
〇
）
に
発
表
さ
れ
た
左
思
「
三
都
賦
」
に
は
、
張
載
、
劉
逵
、
衛
権
等
の
同
時
代
人
に
よ
る
注
釈

が
存
在
す
る（

１
）。
特
に
劉
逵
注
は
、
晋
代
以
前
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
経
書
へ
の
注
釈
や
三
国
か
ら
晋
代
に
か
け
て
徐
々
に
始
ま
っ
た
辞
賦

作
品
へ
の
注
釈
と
比
較
し
た
際
、
そ
の
注
釈
方
式
に
明
確
な
特
異
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

劉
逵
注
は
現
在
、「
蜀
都
賦
」「
呉
都
賦
」（『
文
選
』
巻
四
、
五
及
び
『
文
選
集
注
』
巻
八
、
九
）
に
遺
っ
て
お
り
、
佚
文
蒐
集
の
重

要
な
資
料
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
詳
細
な
注
釈
内
容
は
、「
三
都
賦
」
制
作
が
三
国
統
一
の
時
期
に
当
た
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ

の
時
代
状
況
を
窺
い
知
る
上
で
看
過
で
き
な
い
も
の
で
も
あ
る
。
ま
ず
劉
逵
注
の
特
徴
を
端
的
に
示
す
例
を
「
呉
都
賦
」
よ
り
挙
げ
よ

う
（
本
稿
所
掲
の
賦
本
文
と
注
に
引
用
さ
れ
る
本
文
の
字
句
は
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
す
。
以
下
同
じ
）。

其
下
則
梟
羊
麡
狼
、
猰

象　

 

其
の
下
は
則
ち
梟け
う

羊や
う 

麡さ
い

狼ら
う

、
猰あ
つ
ゆ 

ち
ゅ 

象ざ
う

、

 
 

 

烏
塗
之
族
、
犀
兕
之
黨　

 

烏う

塗と

の
族
、
犀せ
い

兕じ

の
党
あ
り
。 

（
其
233
～
236
句
）

︻
劉
逵
注
︼『
爾
雅
』
曰
、
梟
羊
、
一
曰

。
如
人
。
面
長
脣
黒
、
身
有
毛
及
踵
。
見
人
則
笑
。
亦
『
海
南
經
』
所
云
也
。『
異
物

志
』
曰
、
麡
狼
、
大
如
麋
。
角
前
有
岐
下
出
、
反
向
上
。
長
者
四
五
尺
。
廣
州
有
之
。
常
居
平
地
、
不
得
入
山
林
。『
山
海
經
』
曰
、

南
海
之
外
有
猰

、
狀
如

。
龍
首
、
食
人
也
。

、
虎
屬
也
。
或
曰
、
能
化
爲
人
也
。
象
、
生
九
眞
日
南
山
中
。
大
者
、
其
牙

鼻
長
一
丈
、
墮
牙
。
烏
塗
、
虎
也
。
江
淮
間
、
謂
虎
爲
烏
塗
。
犀
、
狀
如
水
牛
、
頭
似
猪
、
四
足
類
象
、
倉
黒
色
。
一
角
當
額
前



「
三
都
賦
」
劉
逵
注
の
注
釈
態
度

9

刺
。
鼻
上
角
亦
墮
也
。
又
有
小
角
、
長
五
六
寸
、
獨
不
墮
。
性
好
食
棘
、
口
中
常
灑
血
。
武
陵
以
南
山
中
有
之
。
兕
、
獸
也
。
似

牛（
２
）。

呉
の
領
域
内
に
生
息
す
る
動
物
を
列
挙
し
た
部
分
で
あ
る
。
劉
逵
は
『
爾
雅
』『
異
物
志
』『
山
海
経
』
等
の
文
献
資
料
を
一
つ
一
つ

具
さ
に
挙
げ
、
本
文
に
現
れ
る
動
物
の
形
状
や
生
息
地
域
、
生
態
系
等
を
詳
細
に
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
文
献
資
料
を
数
多
く
引
用

し
詳
細
に
説
明
す
る
注
釈
方
式
は
、
旧
来
の
注
釈
に
は
見
ら
れ
な
い
劉
逵
注
の
特
質
で
あ
る
。

従
来
、
注
釈
は
主
に
経
書
に
対
し
て
施
さ
れ
、
辞
賦
等
の
所
謂
文
学
作
品
が
そ
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
晋
代
以
前
の

主
な
辞
賦
注
釈
に
は
後
漢
の
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
王
逸
の
注
釈
方
式
の
特
徴
は（

３
）、『
楚
辞
』
本
文
の
字
義
の
説
明
、
本

文
全
体
の
通
釈
、
本
文
に
含
ま
れ
る
比
喩
の
解
説
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。
か
か
る
注
釈
方
式
は
三
国
時
代
以
降
も
、
薛
綜
の
「
二
京

賦
注
」
や
郭
璞
の
「
子
虚
上
林
賦
注
」
等
に
確
認
で
き
る
。
ま
ず
、「
東
京
賦
」
の
薛
綜
注
（『
文
選
』
巻
三
）
を
挙
げ
よ
う
。

於
是
孟
春
元
日
、
羣
后
旁
戻　

 
是
に
於
て
孟
春
元
日
、
群
后 

旁あ
ま
ねく
戻
る
。

 
 

百
僚
師
師
、
于
斯
胥
洎　

 
百
僚 

師
師
と
し
て
、
斯
に
胥あ

ひ
洎お
よ
ぼす
。 

（
其
251
～
254
句
）

︻
薛
綜
注
︼『
尚
書
』
曰
、
正
月
元
日
、
舜
格
于
文
祖
。
孟
春
、
正
月
也
。
元
日
、
正
日
也
。
羣
后
、
公
卿
之
徒
也
。
旁
、
四
方
也
。

戻
、
至
也
。
言
諸
侯
正
月
一
日
從
四
方
而
至
、
各
來
朝
享
天
子
也
。『
尚
書
』
曰
、
百
僚
師
師
。
百
僚
、
謂
百
官
也
。
師
師
、
謂
相

師
法
也
。
胥
、
相
也
。
洎
、
及
也
。
言
元
日
百
官
於
此
相
連
及
而
來
朝
賀
也（
４
）。

正
月
元
日
の
朝
廷
の
様
子
を
描
写
し
た
部
分
で
あ
る
。
薛
綜
注
は
前
二
句
及
び
後
二
句
に
対
し
て
、『
尚
書
』
を
引
用
し
本
文
が
経
書

に
基
づ
く
叙
述
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
後
、
字
義
の
説
明
が
行
わ
れ
、
最
後
に
二
句
全
体
の
通
釈
が
行
わ
れ
る
。
薛
綜
注
に
も

劉
逵
注
と
同
様
に
文
献
資
料
の
引
用
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
引
用
書
は
殆
ど
が
『
史
記
』『
漢
書
』
及
び
経
書
で
あ
り
、
後
に
詳
述
す
る

が
、
劉
逵
注
で
引
用
さ
れ
る
文
献
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
劉
逵
よ
り
時
代
の
下
る
「
子
虚
賦
」（『
文
選
』
巻
七
）
に
対
す
る
東
晋
の
郭
璞
注
を
挙
げ
よ
う
。

其
上
則
有
鵷
鶵
孔
鸞
、
騰
遠
射
干　

 

其
の
上
に
は
則
ち
鵷え
ん

鶵す
う 

孔こ
う 
鸞ら
ん

、
騰と
う

遠ゑ
ん 

射や

干か
ん

有
り
。

其
下
則
有
白
虎
玄
豹
、
蟃
蜒
貙
犴　

 

其
の
下
に
は
則
ち
白
虎 

玄
豹
、
蟃ま
ん

蜒え
ん 
貙ち
ゅ 

犴か
ん

有
り
。 

（
其
99
～
102
句
）

︻
郭
璞
注
︼
蟃
蜒
、
大
獸
、
似
貍
、
長
百
尋
。
貙
、
似
貍
而
大
。
犴
、
胡
地
野
犬
也
。
似
狐
而
小
。
蟃
、
音
萬（
５
）。
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先
に
挙
げ
た
「
呉
都
賦
」
劉
逵
注
と
同
様
、
動
物
を
列
挙
す
る
部
分
で
あ
る
。
上
述
の
劉
逵
注
と
比
較
す
れ
ば
そ
の
違
い
は
歴
然
で

あ
り
、
郭
璞
は
前
二
句
に
は
何
ら
注
釈
を
施
さ
ず
、
後
二
句
も
本
文
中
の
動
物
に
対
し
て
「
貙
は
貍
に
似
て
大
な
り
」
と
、
想
像
可
能

な
動
物
と
の
大
小
比
較
に
よ
り
簡
潔
に
説
明
す
る
の
み
で
あ
る
。
か
か
る
薛
綜
や
郭
璞
の
注
釈
方
式
は
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
の
系
統
に

位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
特
徴
は
字
義
説
明
と
本
文
通
釈
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

で
は
、
他
の
辞
賦
注
釈
と
比
較
し
た
際
、
何
故
劉
逵
注
は
注
釈
方
式
が
大
き
く
異
な
る
の
か
。
文
献
を
数
多
く
引
用
す
る
劉
逵
の
注

釈
方
式
は
後
世
の
李
善
注
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
が（

６
）、
そ
の
特
質
が
如
何
に
し
て
成
立
し
た
か
は
未
だ
充
分
に
論
究

さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
劉
逵
注
を
分
析
し
、
そ
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
劉
逵
注
成
立
の
要
因
に
つ
い
て
考
察
す

る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
。

二
、
劉
逵
注
の
引
用
書
の
傾
向

劉
逵
注
の
特
質
に
つ
い
て
「
蜀
都
賦
」「
呉
都
賦
」
よ
り
具
体
例
を
挙
げ
、
更
に
詳
細
に
分
析
し
た
い
。
ま
ず
は
「
蜀
都
賦
」
の
劉
逵

注
を
挙
げ
る
。

於
是
乎
卭
竹
縁
嶺
、
菌
桂
臨
崖　

 

是
に
於
て
卭き
よ
う
ち
く竹 

嶺
に
縁
り
、
菌き
ん

桂け
い 

崖
に
臨
む
。

 
 

 

旁
挺
龍
目
、
側
生
荔
支　

 

旁か
た
はら
に
龍り
よ
う
も
く目を
挺ぬ
き
んで
、
側か
た
はら
に
荔れ
い

支し

を
生
ず
。 

（
其
37
～
40
句
）

︻
劉
逵
注
︼
卭
竹
出
興
古
盤
江
以
南
。
竹
實
中
而
高
節
可
以
作
杖
。『
神
農
本
草
經
』
曰
、
菌
桂
出
交
阯
、
員
如
竹
爲
衆
藥
通
使
。

一
曰
菌
薫
也
。
葉
曰
蕙
、
根
曰
薫
。『
南
裔
志
』
曰
、
龍
眼
荔
支
、
荔
支
生
朱
提
南
廣
縣
、
犍
爲
僰
道
縣
。
從
僰
道
隨
江
東
至
巴
郡

江
州
縣
、
往
往
有
荔
支
。
荔
支
樹
、
高
五
六
丈
。
常
以
夏
至
其
實
變
赤
可
食
。
龍
眼
似
荔
支
、
其
實
赤
可
食
。
卭
竹
・
菌
桂
・
龍

眼
・
荔
支
、
皆
冬
生
不
枯
、
鬱
茂
於
山
林
也（
７
）。

蜀
に
産
出
す
る
植
物
を
列
挙
し
た
部
分
で
あ
る
。
劉
逵
は
本
文
中
の
「
卭
竹
」「
菌
桂
」「
龍
目
」「
荔
支
」
四
種
の
植
物
に
対
し
、「
菌

桂
」
に
つ
い
て
は
『
神
農
本
草
経
』
を
、「
龍
目
（
龍
眼
）」「
荔
支
」
に
つ
い
て
は
『
南
裔
志
』
を
引
用
し
、
冒
頭
で
示
し
た
「
呉
都

賦
」
に
描
か
れ
る
動
物
に
対
す
る
注
釈
と
同
様
に
生
育
地
域
や
そ
の
用
途
等
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
劉
逵
は
注
釈
を
施
す
に
当
た
っ
て
積
極
的
に
既
存
の
文
献
資
料
を
引
用
し
、
そ
の
引
用
文
献
も
地
方
志
や
地
理
書
に

類
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
上
述
の
劉
逵
注
で
は
『
山
海
経
』『
異
物
志
』『
南
裔
志
』
が
該
当
す
る
。
更
に
「
蜀
都
賦
」
の
劉
逵
注

中
に
地
方
志
が
引
用
さ
れ
る
例
を
挙
げ
よ
う
。

蛦
山
栖
、
元
龜
水
處　

 

蛦
へ
つ
い

は
山
に
栖
み
、
元
亀
は
水
に
処
る
。 

（
其
99
～
100
句
）

︻
劉
逵
注
︼

蛦
、
鳥
名
也
。
如
今
之
所
謂
山
鷄
。
其
雄
色
斑
、
雌
色
黒
、
出
巴
東
。
元
龜
、
大
龜
也
。
譙
周
『
異
物
志
』
曰
、
涪

淩
多
大
龜
、
其
甲
可
以
卜
。
其
縁
中
叉
似
蝳
瑁
、
俗
名
曰
靈
叉（
８
）。

山
海
に
生
息
す
る
動
物
を
挙
げ
た
部
分
で
あ
る
。
劉
逵
は
「
元
龜
」
を
「
大
龜
」
と
注
し
た
上
で
、
譙
周
『
異
物
志
』
を
引
用
し
て

「
大
龜
」
の
具
体
的
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
か
か
る
二
段
階
の
説
明
は
、
旧
来
の
注
釈
に
は
見
ら
れ
な
い
入
念
な
注
釈
方
式
で
あ
る
。
更

に
「
呉
都
賦
」
よ
り
例
を
挙
げ
る
。

其
果
則
丹
橘
餘
甘
、
荔
枝
之
林　

 

其
の
果
は
則
ち
丹
橘 

餘
甘
、
荔
枝
の
林
あ
り
。 

（
其
259
～
260
句
）

︻
劉
逵
注
︼
薛
瑩
『
荊
楊
以
南
異
物
志
』
曰
、
餘
甘
、
如
升
李
、
核
有
刺
。
初
食
之
味
苦
、
後
口
中
更
甘
。
高
涼
建
安
郡
皆
有
之
。

荔
枝
樹
、
生
山
中
。
葉
緑
色
、
實
正
赤
、
肉
正
白
、
味
甘（
９
）。

呉
域
に
産
す
る
果
物
を
挙
げ
た
部
分
で
あ
る
。
劉
逵
は
薛
瑩
『
荊
楊
以
南
異
物
志
』
を
引
用
し
、
詳
細
に
「
餘
甘
」
を
説
明
す
る
。

こ
の
よ
う
に
劉
逵
が
地
方
志
を
多
数
引
用
す
る
原
因
に
は
、「
三
都
賦
」
制
作
時
に
地
方
志
編
纂
が
盛
行
し
た
点
が
指
摘
で
き
る
。

地
方
志
の
編
纂
自
体
は
後
漢
末
期
か
ら
既
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
そ
の
数
量
が
急
速
に
増
加
す
る
の
は
三
国
の
動
乱
期
か
ら

西
晋
王
朝
に
よ
る
三
国
統
一
以
降
の
こ
と
で
あ
る）

10
（

。
西
晋
王
朝
が
三
国
を
統
一
す
る
上
で
呉
蜀
二
国
の
実
状
を
把
握
す
る
必
要
性
が
現

実
の
政
治
課
題
と
し
て
存
在
し
た
た
め
で
あ
り）

11
（

、
三
国
統
一
後
に
西
晋
人
士
の
関
心
が
辺
境
地
域
に
ま
で
拡
大
し
た
た
め
で
あ
る
。
先

に
挙
げ
た
譙
周
『
異
物
志
』
や
薛
瑩
『
荊
楊
以
南
異
物
志
』
は
、
ま
さ
に
西
晋
王
朝
が
三
国
を
統
一
し
よ
う
と
す
る
時
期
に
編
纂
さ
れ

て
い
る
。
譙
周
は
蜀
主
劉
禅
に
魏
へ
の
降
伏
を
進
言
し
た
人
物
で
あ
り
、『
異
物
志
』
は
蜀
漢
滅
亡
の
景
元
四
年
（
二
六
三
）、
も
し
く

は
彼
が
没
し
た
泰
始
六
年
（
二
七
〇
）
ま
で
に
は
編
纂
さ
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
薛
瑩
は
張
衡
「
二
京
賦
」
に
注
釈
を
施
し
た
薛
綜
の

子
で
あ
り
、
孫
呉
滅
亡
後
の
太
康
三
年
（
二
八
二
）
に
没
し
た
が
、
太
康
元
年
（
二
八
〇
）
に
は
既
に
洛
陽
に
在
住
し
て
い
た
た
め）

12
（

、

『
荊
楊
以
南
異
物
志
』
も
こ
の
時
期
ま
で
に
は
完
成
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
、
何
れ
も
太
康
三
年
に
完
成
し
た
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「
三
都
賦
」
と
編
纂
時
期
が
非
常
に
近
く
、
当
時
の
最
新
資
料
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
劉
逵
は
こ
れ
ら
の
地
方
志
を
如
何
な
る
経
緯
で
入
手
し
参
照
し
た
の
か
。
西
晋
期
に
も
張
華
の
よ
う
に
文
献
を
大
量
に
所
有

し
た
人
士
は
存
在
す
る
も
の
の
、
彼
の
よ
う
な
存
在
は
非
常
に
稀
で
あ
り
、
多
く
の
人
士
に
と
っ
て
個
人
的
な
文
献
の
所
蔵
は
困
難
で

あ
っ
た）

13
（

。
か
か
る
歴
史
的
背
景
を
考
慮
す
れ
ば
、
劉
逵
は
西
晋
王
室
の
蔵
書
を
利
用
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
事
実
「
呉
都
賦
」

の
劉
逵
注
の
中
に
は
宮
中
の
蔵
書
と
思
わ
れ
る
文
献
の
引
用
が
確
認
で
き
る
。

思
比
屋
於
傾
宮
、
畢
結
瑤
而
搆
瓊　

 

屋
を
傾
宮
に
比
せ
ん
こ
と
を
思
ひ
、
畢
こ
と
ご
とく
瑶
を
結
び
て
瓊
を
搆
ふ
。 

（
其
361
～
362
句
）

︻
劉
逵
注
︼「
汲
郡
地
中
古
文
册
書
」
曰
、
桀
築
傾
宮
、
飾
瑤
臺
。
紂
作
瓊
室
、
立
玉
門
。
言
其
夸
麗）

14
（

。

呉
の
宮
殿
の
描
写
で
あ
る
。
劉
逵
は
「
傾
宮
」「
瑶
」「
瓊
」
の
三
語
に
対
し
て
、「
汲
郡
地
中
古
文
册
書
」
即
ち
「
汲
冢
書
」
を
指
す

が
、
こ
こ
で
は
『
竹
書
紀
年
』
を
引
用
し
、
夏
の
桀
王
及
び
殷
の
紂
王
に
よ
る
豪
奢
な
宮
殿
の
造
営
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
字
句
は
、

『
文
選
集
注
』
所
引
『
文
選
鈔
』
が
挙
げ
る
揚
雄
「
甘
泉
賦
」
や
『
淮
南
子
』
に
も
見
え
、
先
行
例
は
乏
し
く
な
い
。
し
か
し
、
劉
逵
が

敢
え
て
『
竹
書
紀
年
』
を
引
用
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
引
用
文
献
の
選
択
に
対
す
る
明
確
な
意
図
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
劉
逵
が
引
用
し
た
「
汲
冢
書
」
に
つ
い
て
確
認
し
た
い）

11
（

。
荀
勗
（
？
―
二
八
九
）
の
『
穆
天
子
伝
』
序
文
に
は
、「
汲
冢

書
」
の
出
土
か
ら
整
理
ま
で
の
経
緯
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

古
文
穆
天
子
傳
者
、
太
康
二
年
、
汲
縣
民
不
准
盗
發
古
塚
所
得
書
也
。
皆
竹
簡
素
絲
編
。
以
臣
勗
前
所
考
定
古
尺
度
其
簡
、
長
二

尺
四
寸
。
以
墨
書
、
一
簡
四
十
字
。
︙
︙
汲
郡
收
書
不
謹
、
多
毀
落
殘
缺
。
雖
其
言
不
典
、
皆
是
古
書
、
頗
可
觀
覽
。
謹
以
二
尺

黄
紙
寫
上
。
請
事
平
、
以
本
簡
書
及
所
新
寫
、
竝
付
祕
書
繕
寫
、
藏
之
中
經
、
副
在
三
閣
。
謹
序
。

『
古
文
穆
天
子
伝
』
は
、
太
康
二
年
、
汲
県
の
民 

不
准
（
準
）
古
塚
を
盗
発
し
て
得
し
所
の
書
な
り
。
皆
な
竹
簡
に
し
て
素
絲
も

て
編
め
り
。
臣
勗
前さ
き

に
考
定
せ
し
所
の
古
尺
を
以
て
其
の
簡
を
度は
か

れ
ば
、
長
さ
二
尺
四
寸
。
墨
以
て
書
し
、
一
簡
四
十
字
な
り
。

︙
︙
汲
郡 

書
を
収
む
れ
ど
も
謹
な
ら
ざ
れ
ば
、
多
く
毀
落
残
欠
す
。
其
の
言
は
典
な
ら
ず
と
雖
も
、
皆
な
是
れ
古
い
に
し
への
書
な
れ
ば
、

頗
る
観
覧
す
べ
し
。
謹
み
て
二
尺
の
黄
紙
以
て
写
し
上
た
て
ま
つる
。
事
の
平
ら
か
に
し
て
、
本
の
簡
書
及
び
新
た
に
写
す
所
を
以
て
、
並

び
に
秘
書
に
付
し
て
繕
写
せ
し
め
、
之
を
中
経
に
蔵
し
、
副
は
三
閣
に
在
ら
し
め
ん
こ
と
を
請
ふ
。
謹
み
て
序
す
。

荀
勗
が
校
訂
し
た
『
穆
天
子
伝
』
は
、
太
康
二
年
（
二
八
一
）
に
汲
郡
の
古
墳
か
ら
竹
簡
が
絹
糸
で
綴
じ
ら
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
、
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一
簡
の
長
さ
は
二
尺
四
寸
（
約
55
・
４
㎝
）、
一
簡
に
つ
き
四
十
字
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
竹
簡
は
黄
紙
に
書
写
さ
れ
た
上
で
武

帝
に
上
呈
さ
れ
、
西
晋
王
朝
の
宮
中
に
収
蔵
さ
れ
た
と
い
う
。『
竹
書
紀
年
』
等
の
他
の
「
汲
冢
書
」
も
同
様
の
経
緯
で
宮
中
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
。『
晋
書
』
巻
五
十
一
束
皙
伝
は
、
以
下
の
よ
う
に
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
。

初
太
康
二
年
、
汲
郡
人
不
準
盗
發
魏
襄
王
墓
、
或
言
安
釐
王
冢
、
得
竹
書
數
十
車
。
︙
︙
初
發
冢
者
燒
策
照
取
寶
物
、
及
官
收
之
、

多
燼
簡
斷
札
、
文
旣
殘
缺
。
不
復
詮
次
。
武
帝
以
其
書
付
祕
書
校
綴
次
第
、
尋
考
指
歸
、
而
以
今
文
寫
之
。
皙
在
著
作
、
得
觀
竹

書
、
隨
疑
分
釋
、
皆
有
義
證
。

初
め
太
康
二
年
、
汲
郡
の
人 

不
準 

魏
の
襄
王
墓
、
或
は
安
釐
王
冢
と
言
ふ
を
盗
発
し
、
竹
書
数
十
車
を
得
。
︙
︙
初
め
発
冢
者

策
を
焼
き
て
照
ら
し
て
宝
物
を
取
れ
ば
、
官
の
之
を
収
む
る
に
及
び
、
燼
簡
断
札
多
く
、
文
既
に
残
欠
す
。
復
た
詮
次
せ
ず
。
武

帝
其
の
書
を
以
て
秘
書
に
付
し
次
第
を
校
綴
し
て
、
指
帰
を
尋
考
し
、
而
し
て
今
文
を
以
て
之
を
写
さ
し
む
。（
束
）
皙 

著
作
に

在
り
て
、
竹
書
を
観
る
を
得
れ
ば
、
疑
に
随
ひ
て
分
釈
す
る
に
、
皆
な
義
証
有
り
。

「
汲
冢
書
」
を
発
見
し
た
経
緯
は
『
穆
天
子
伝
』
と
同
様
で
あ
る
。
武
帝
は
「
汲
冢
書
」
を
秘
書
省
に
預
け
、
簡
牘
の
順
次
を
整
理
し

た
上
で
本
文
の
判
読
に
努
め
、
今
文
に
よ
る
書
写
を
命
じ
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
西
晋
王
朝
に
よ
る
整
理
校
訂
作
業
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。
束
皙
が
佐
著
作
郎
に
就
い
た
の
は
元
康
六
年
（
二
九
六
）
以
降
で
あ
る
が）

16
（

、
こ
の
時
に
「
汲
冢
書
」
を
参
照
す
る
機
会
を
得
た

と
い
う
『
晋
書
』
の
筆
致
か
ら
は
、
当
時
「
汲
冢
書
」
が
参
照
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う）

17
（

。
先
に
劉
逵
が
敢
え
て
「
汲
冢

書
」
を
引
用
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
こ
に
は
劉
逵
の
宮
中
の
最
新
資
料
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

劉
逵
は
注
釈
中
に
大
量
の
文
献
を
引
用
し
、
そ
の
引
用
文
献
も
地
方
志
等
の
当
時
の
最
新
資
料
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
三
都
賦
」

制
作
と
同
時
期
に
発
見
さ
れ
た
「
汲
冢
書
」
の
引
用
か
ら
は
、
劉
逵
が
西
晋
王
朝
に
よ
る
蒐
集
整
理
事
業
を
経
た
文
献
を
閲
覧
可
能
で

あ
っ
た
点
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
他
の
辞
賦
注
釈
に
は
見
出
せ
な
い
、
劉
逵
注
独
自
の
特
質
で
あ
る
。

三
、
劉
逵
の
官
歴

劉
逵
は
何
故
宮
中
の
蔵
書
を
閲
覧
で
き
た
の
か
。
劉
逵
の
事
跡
は
殆
ど
不
明
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
資
料
を
順
次
挙
げ
て
彼
の
官
歴
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を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
『
文
選
集
注
』
巻
八
に
遺
る
集
注
編
者
の
案
語
を
挙
げ
よ
う
。

今
雖
列
其
異
同
、
且
依
臧
爲
定
。
劉
逵
自
尚
書
郎
爲
陽
翟
令
、
與
傅
威マ
マ

・
陸
機
・
杜
育
同
時
。

今
其
の
異
同
を
列
ぬ
と
雖
も
、
且
く
臧
（
栄
緒
）
に
依
り
て
定
と
為
す
。
劉
逵
は
尚
書
郎
自
り
陽
翟
令
と
為
り
、
傅
威
（
咸
の
誤

り
）・
陸
機
・
杜
育
と
時
を
同
じ
く
す
。

こ
こ
で
は
、
劉
逵
が
尚
書
郎
で
起
家
し）

18
（

、
陽
翟
令
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
判
る
。
陽
翟
（
現
在
の
河
南
省
禹
県
）
は
、
八
王
の
乱
の

際
に
頻
繁
に
諸
王
の
拠
点
と
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
西
晋
期
に
は
軍
事
的
な
要
衝
の
一
つ
で
あ
っ
た）

19
（

。
ま
た
、『
晋
書
』
巻
五
十
九
趙
王

倫
伝
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

或
謂
秀
曰
、「
散
騎
常
侍
楊
準
・
黄
門
侍
郎
劉
逵
欲
奉
梁
王
肜
以
誅
倫
。」
會
有
星
變
、
乃
徙
肜
丞
相
、
居
司
徒
府
、
轉
準
・
逵
爲

外
官
。

或
る
ひ
と
（
孫
）
秀
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
散
騎
常
侍
楊
準
・
黄
門
侍
郎
劉
逵
は
梁
王
肜
を
奉
じ
て
以
て
倫
を
誅
せ
ん
と
欲
す
」
と
。

会と
き

に
星
変
有
り
、
乃
ち
肜
を
丞
相
に
徙
し
、
司
徒
府
に
居
ら
し
め
、
準
・
逵
を
転
じ
て
外
官
と
為
せ
り
。

梁
王
肜
が
丞
相
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
永
康
元
年
（
三
〇
〇
）
九
月
で
あ
る
。
こ
の
時
に
劉
逵
は
梁
王
肜
を
奉
じ
て
趙
王
倫
に
対
し
て

争
乱
を
企
て
た
嫌
疑
で
、
黄
門
侍
郎
か
ら
地
方
官
へ
と
左
遷
さ
れ
て
い
る
。
次
に
『
晋
書
』
巻
四
十
七
傅
祗
伝
を
挙
げ
る
。

倫
簒
、
又
爲
右
光
祿
・
開
府
、
加
侍
中
。
惠
帝
還
宮
、
祗
以
經
受
僞
職
請
退
、
不
許
。
初
倫
之
簒
也
、
孫
秀
與
義
陽
王
威
等
十
餘

人
預
撰
儀
式
禪
文
。
及
倫
敗
、
齊
王
冏
收
侍
中
劉
逵
、
常
侍
騶
捷
・
杜
育
、
黄
門
郎
陸
機
、
右
丞
周
導
・
王
尊
等
付
廷
尉
。

倫 

簒う
ば

ひ
て
、
又
右
光
禄
・
開
府
と
為
り
、
侍
中
を
加
へ
ら
る
。
恵
帝 

宮
に
還
り
て
、（
傅
）
祗 

偽
職
を
経
受
せ
る
を
以
て
退
か

ん
こ
と
を
請
ふ
も
、
許
さ
れ
ず
。
初
め
倫
の
簒
ふ
や
、
孫
秀 
義
陽
王
威
等
十
余
人
と
儀
式
禅
文
を
撰
す
る
に
預
る
。
倫
の
敗
る
る

に
及
び
、
斉
王
冏 

侍
中
劉
逵
、
常
侍
騶
捷
・
杜
育
、
黄
門
郎
陸
機
、
右
丞
周
導
・
王
尊
等
を
収
め
廷
尉
に
付
せ
り
。

趙
王
倫
が
帝
位
を
簒
奪
す
る
の
は
永
寧
元
年
（
三
〇
一
）
正
月
で
あ
る
。
そ
の
後
、
同
年
四
月
に
趙
王
倫
は
誅
殺
さ
れ
る
。
劉
逵
は

こ
の
時
侍
中
の
職
に
就
い
て
お
り
、
趙
王
倫
の
帝
位
簒
奪
に
関
与
し
た
と
し
て
獄
に
下
さ
れ
て
い
る
。

更
に
『
晋
書
』
巻
九
十
二
左
思
伝
に
記
さ
れ
る
、「
三
都
賦
」
注
釈
者
の
一
人
で
あ
る
衛
権
が
施
し
た
略
解
の
序
文
に
述
べ
ら
れ
る
劉

逵
の
官
職
は
、
劉
逵
注
成
立
の
背
景
を
探
る
上
で
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
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中
書
著
作
郎
安
平
張
載
・
中
書
郎
濟
南
劉
逵
、
竝
以
經
學
洽
博
、
才
章
美
茂
、
咸
皆
悦
玩
、
爲
之
訓
詁
。

中
書
著
作
郎
安
平
の
張
載
・
中
書
郎
済
南
の
劉
逵
、
並
び
に
経
学
の
洽
博
、
才
章
の
美
茂
な
る
を
以
て
、
咸み皆
な
悦
玩
し
、
之
が

為
に
訓
詁
す
。

衛
権
の
序
文
に
拠
れ
ば
、
衛
権
が
注
釈
を
施
し
た
際
に
劉
逵
は
中
書
郎
に
就
い
て
い
た
。
ま
た
張
載
が
中
書
著
作
郎
に
就
い
て
い
た

の
は
元
康
二
年
（
二
九
二
）
以
前
で
あ
る）

20
（

。
皇
甫
謐
の
「
三
都
賦
序
」
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、「
三
都
賦
」
は
彼
が
没
す
る
太
康
三
年

（
二
八
二
）
に
は
既
に
完
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
略
解
の
序
文
に
皇
甫
謐
が
序
文
を
執
筆
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
た
め）

21
（

、
衛
権
が
略
解

を
施
し
た
の
は
太
康
三
年
か
ら
元
康
二
年
の
間
と
想
定
で
き
る
。
更
に
言
え
ば
、
劉
逵
が
「
三
都
賦
」
に
対
し
て
注
釈
を
施
し
た
の
も

元
康
二
年
以
前
と
設
定
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、「
三
都
賦
」
の
諸
注
釈
は
、
左
思
「
三
都
賦
」
完
成
後
の
十
年
以
内
に
成
立
し
た
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
こ
れ
ら
諸
注
釈
の
成
立
時
期
は
特
に
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
成
立
が
本
賦
の
完
成
か
ら
十
年
以
内
と

い
う
短
期
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
晋
人
士
の
「
三
都
賦
」
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と
が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。

劉
逵
は
、
ま
ず
尚
書
郎
で
起
家
し
た
後
に
一
時
的
に
地
方
官
に
任
じ
ら
れ
、
中
書
郎
を
経
て
黄
門
侍
郎
、
外
官
と
転
任
し
、
最
終
的

に
は
侍
中
で
あ
っ
た
際
に
下
獄
し
、
そ
の
官
僚
生
活
を
終
え
た
と
見
え
る
。
永
康
元
年
か
ら
永
寧
元
年
の
一
年
間
に
黄
門
侍
郎
、
外
官
、

侍
中
を
歴
任
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
短
期
間
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
は
残
る
が
、
永
寧
元
年
下
獄
の
事
実
は
動
か
せ
な
い
。
以
上
の
官
歴

で
最
も
注
視
す
べ
き
は
、
劉
逵
が
注
釈
を
施
し
た
際
に
就
い
て
い
た
中
書
郎
で
あ
る
。
中
書
郎
は
、
西
晋
の
武
帝
期
に
は
秘
書
省
の
職

を
兼
務
し
て
お
り
、
宮
中
の
蔵
書
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る
地
位
に
あ
っ
た）

22
（

。
更
に
劉
逵
が
注
釈
を
施
し
た
と
推
測
さ
れ
る
時
期
の
中
書

省
に
は
、『
中
経
新
簿
』
や
『
穆
天
子
伝
』
の
編
纂
で
知
ら
れ
る
荀
勗
が
中
書
監
と
し
て
在
籍
し
て
い
た）

23
（

。
彼
の
部
下
で
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
劉
逵
は
「
三
都
賦
」
の
注
釈
に
「
汲
郡
地
中
古
文
册
書
」
を
引
用
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

劉
逵
は
、
注
釈
を
施
す
際
に
引
用
し
た
文
献
の
書
名
を
逐
次
明
記
す
る
が
、
こ
れ
ら
当
時
最
新
の
資
料
を
大
量
且
つ
確
実
に
引
用
で

き
た
の
も
、
注
釈
を
施
し
た
当
時
に
就
い
て
い
た
中
書
郎
と
い
う
官
職
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
え
よ
う
。
即
ち
、
宮
中
の
蔵
書

閲
覧
、
利
用
の
可
否
こ
そ
が
、
劉
逵
注
の
特
質
を
形
成
し
た
最
も
重
要
な
要
因
の
一
つ
と
捉
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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四
、
図
書
蒐
集
事
業
と
知
的
欲
求
の
向
上

左
思
が
「
三
都
賦
」
を
制
作
し
た
西
晋
の
武
帝
期
に
は
、
摯
虞
の
『
文
章
流
別
志
論
』
や
荀
勗
の
『
中
経
新
簿
』
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
文
体
論
が
盛
ん
に
唱
え
ら
れ
、
ま
た
、
四
部
分
類
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
文
学
の
形
式
や
書
物
の
在
り
方
に
大
き
な
意
識
改
革

が
行
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、『
中
経
新
簿
』
の
分
類
に
お
い
て
史
部
が
経
部
よ
り
独
立
し
た
点
は
看
過
で
き
な
い
事
象
で
あ

る）
24
（

。
ま
た
晋
代
に
は
、
佐
著
作
郎
に
名
臣
伝
の
執
筆
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
の
た
め
数
多
く
の
人
物
伝
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

か
か
る
時
代
状
況
の
中
、
西
晋
王
朝
に
よ
る
大
規
模
な
図
書
蒐
集
整
理
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。
泰
始
年
間
末
に
荀
勗
は
張
華
と
共
に
、

劉
向
『
別
録
』
に
基
づ
い
て
宮
中
の
蔵
書
を
整
理
し
て
い
る）

21
（

。
ま
た
、『
中
経
新
簿
』
の
丁
部
に
「
汲
冢
書
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

蔵
書
の
蒐
集
整
理
は
「
汲
冢
書
」
が
発
見
さ
れ
た
太
康
二
年
（
二
八
二
）
以
降
ま
で
継
続
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。
当
時
中
書
省
に
属
し

て
い
た
劉
逵
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
書
物
の
急
激
な
増
加
は
忽
視
で
き
な
い
事
態
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
西
晋
の
武
帝
期
は
地
方

志
や
別
伝
の
編
纂
が
盛
行
す
る
と
共
に
「
汲
冢
書
」
と
い
っ
た
新
資
料
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
後
漢
末
の
動
乱
期
に
比
べ
書
物
量
が
急

激
に
増
大
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
劉
逵
注
成
立
の
要
因
と
す
る
に
足
る
現
象
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

西
晋
時
代
は
、
様
々
な
点
で
変
革
の
時
代
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
漢
末
の
動
乱
か
ら
凡
そ
半
世
紀
が
経
っ
た
泰

始
元
年
（
二
六
五
）
に
三
国
が
統
一
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
武
断
か
ら
文
治
へ
と
政
治
方
針
が
転
換
し
た
。
こ
の
時
代
の
潮
流
の
中

に
劉
逵
注
も
含
ま
れ
る
。
劉
逵
は
「
三
都
賦
」
注
の
序
文
で
、
注
釈
を
施
し
た
経
緯
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

觀
中
古
以
來
爲
賦
者
多
矣
、
相
如
子
虛
擅
名
於
前
、
班
固
兩
都
理
勝
其
辭
、
張
衡
二
京
文
過
其
意
。
至
若
此
賦
、
擬
議
數
家
、
傅

辭
會
義
、
抑
多
精
致
。
非
夫
研
覈
者
不
能
練
其
旨
、
非
夫
博
物
者
不
能
統
其
異
。
世
咸
貴
遠
而
賤
近
、
莫
肯
用
心
於
明
物
。
斯
文

吾
有
異
焉
、
故
聊
以
餘
思
爲
其
引
詁
、
亦
猶
胡
廣
之
於
官
箴
、
蔡
邕
之
於
典
引
也
。

観
る
ら
く
中
古
以
来 

賦
を
為
る
者
多
し
、
相
如
の
「
子
虚
」
は
名
を
前
に
擅
ほ
し
い
まま
に
し
、
班
固
の
「
両
都
」
は
理 

其
の
辞
に
勝
り
、

張
衡
の
「
二
京
」
は
文 

其
の
意
に
過
ぐ
。
此
の
賦
（「
三
都
賦
」）
の
若
き
に
至
り
て
は
、
数
家
を
擬
議
し
、
辞
を
傅
し
義
を
会

し
、
抑そ
も

そ
も
精
致
多
し
。
夫か

の
研
覈
す
る
者
に
非
ざ
れ
ば
其
の
旨
を
練
る
こ
と
能
は
ず
、
夫か

の
博
物
な
る
者
に
非
ざ
れ
ば
其
の
異

を
統
ぶ
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
世
は
咸
な
遠
き
を
貴
び
近
き
を
賤
し
み
、
心
を
明
物
に
用
ゐ
る
を
肯が
へ
んず
る
莫
し
。
斯
文 

吾
焉こ
れ

を
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異
と
す
る
有
り
、
故
に
聊
か
余
思
を
以
て
其
の
引
詁
を
為
り
、
亦
た
猶
ほ
胡
広
の
官
箴
に
於
け
る
、
蔡
邕
の
典
引
に
於
け
る
が
ご

と
き
な
り
。

こ
こ
で
劉
逵
は
、
漢
代
か
ら
賦
の
制
作
者
が
数
多
く
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
司
馬
相
如
や
張
衡
、
班
固
ら
漢
代
の
辞
賦
制

作
者
を
列
挙
す
る
。
司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」
に
対
し
て
は
そ
の
流
行
を
認
め
る
も
の
の
、
班
固
「
両
都
賦
」
は
内
容
に
対
し
て
措
辞
が

未
熟
で
あ
り
、
張
衡
「
二
京
賦
」
は
文
彩
が
意
趣
を
超
え
て
い
る
と
そ
れ
ぞ
れ
批
評
す
る
。
つ
ま
り
、
文
章
の
修
辞
と
描
写
の
内
容
と

を
兼
ね
備
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
一
方
「
三
都
賦
」
は
、
左
思
が
先
行
す
る
作
品
を
詳
細
に
分
析
し
た

上
で
作
品
が
制
作
さ
れ
た
た
め
、
文
章
の
表
現
と
内
容
と
が
調
和
し
、
細
部
に
ま
で
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
更
に
、
辞

賦
制
作
の
前
提
条
件
と
し
て
、
様
々
な
事
物
を
精
査
し
た
上
で
の
幅
広
い
知
識
の
習
得
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
ま
で
の

辞
賦
制
作
者
の
中
で
多
く
が
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
中
、
左
思
が
そ
の
条
件
を
充
足
し
て
い
る
点
を
評
価
す
る
。
し
か
し
、
当

時
の
人
士
が
「
三
都
賦
」
に
注
目
せ
ず
漢
賦
ば
か
り
に
関
心
を
向
け
る
た
め
、「
三
都
賦
」
に
挙
が
る
事
象
に
対
し
て
文
献
に
基
づ
く
考

証
を
行
っ
た
と
宣
言
す
る
。
劉
逵
は
こ
こ
で
「
三
都
賦
」
を
評
価
す
る
最
大
の
要
因
と
し
て
、
左
思
が
「
研
覈
」
及
び
「
博
物
」
で
あ
っ

た
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
先
述
の
西
晋
と
い
う
変
革
の
時
代
が
存
在
す
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

三
国
の
統
一
に
よ
り
、
三
国
分
裂
時
に
は
到
底
知
り
得
な
か
っ
た
辺
境
地
域
ま
で
の
情
報
が
入
手
で
き
る
状
況
と
な
る
に
伴
い
、
西

晋
人
士
の
知
的
欲
求
は
急
激
に
向
上
し
た
で
あ
ろ
う）

26
（

。
こ
の
時
期
に
盛
行
し
た
各
地
の
地
方
志
は
も
と
よ
り
、
張
華
に
よ
る
『
博
物
志
』

の
編
纂
は
何
よ
り
の
証
左
で
あ
る
。『
博
物
志
』
は
武
帝
も
閲
覧
し
て
お
り）

27
（

、
西
晋
が
占
め
る
広
大
な
領
域
に
実
在
す
る
事
象
に
つ
い

て
、
幅
広
く
知
識
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
風
潮
が
醸
成
さ
れ
て
も
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
。
陳
寿
の
『
三
国
志
』
に
お
け
る
「
魏
志
倭

人
伝
」
に
代
表
さ
れ
る
東
夷
伝
の
立
伝
も
、
西
晋
人
士
の
知
識
欲
の
拡
大
に
起
因
し
よ
う）

28
（

。
か
か
る
風
潮
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
劉
逵

は
三
国
の
様
々
な
事
象
に
対
し
て
、
地
方
志
等
を
利
用
し
て
考
証
す
る
注
釈
方
式
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
劉
逵
注
以
前
の
注
釈
は

本
文
の
字
句
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
に
重
点
が
置
か
れ
、
あ
く
ま
で
本
文
解
釈
の
一
資
料
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
劉
逵
注
で
は
、

本
文
中
に
描
か
れ
る
事
象
が
如
何
な
る
も
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
に
注
意
が
払
わ
れ
た
た
め
、
注
釈
中
に
含
ま
れ
る
情
報
に
も
価
値
を

見
出
し
得
る
よ
う
に
な
り
、
注
釈
方
式
の
み
な
ら
ず
そ
の
内
容
の
面
で
も
変
容
を
遂
げ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
図
書
蒐
集
整
理
事
業
や
西
晋
人
士
の
知
的
欲
求
の
向
上
の
背
景
と
し
て
、
当
時
に
書
写
媒
体
が
簡
牘
か
ら
紙
へ
と
転
換
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し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
書
写
媒
体
の
変
化
が
学
問
形
態
や
文
学
形
式
の
発
展
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
夙

に
論
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る）

29
（

。
そ
も
そ
も
左
思
自
身
「
三
都
賦
」
制
作
に
紙
を
利
用
し
て
お
り
、
同
時
期
の
文
人
で
あ
る
傅
咸
も
紙

自
体
に
着
目
し
「
紙
賦
」
を
制
作
し
て
い
る
。
か
か
る
書
写
媒
体
の
変
化
も
、
西
晋
期
に
書
物
の
編
纂
や
整
理
に
強
く
影
響
し
た
も
の

と
し
て
、
古
典
に
加
え
て
当
時
最
新
の
資
料
を
大
量
に
引
用
す
る
劉
逵
注
の
成
立
と
無
関
係
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
劉
逵
注
成
立
の
背
景
に
は
、
西
晋
固
有
の
社
会
的
要
因
が
数
多
く
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
従
来
、
劉
逵
注
は
「
三

都
賦
」
解
釈
の
一
資
料
と
し
て
の
み
看
過
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
晋
の
社
会
的
要
因
を
顧
慮
す
る
と
き
、
劉
逵
に
よ
る
「
三

都
賦
」
へ
の
注
釈
は
、
た
だ
に
注
釈
で
あ
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
西
晋
と
い
う
変
革
の
時
代
を
象
徴
す
る
現
象
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
）  

本
稿
で
使
用
す
る
『
文
選
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、「
蜀
都
賦
」
及
び
「
呉
都
賦
」
の
第
477
・
478
句
「
出
車
檻
檻
、
被
練
鏘
鏘
」
ま
で
は
『
文

選
集
注
』（
以
下
集
注
本
と
略
称
）
巻
八
・
九
を
、
他
の
作
品
は
中
国
国
家
図
書
館
蔵
宋
淳
煕
八
年
池
陽
郡
斎
刻
本
（
以
下
尤
本
と
略
称
）

を
底
本
と
し
、
清
胡
克
家
重
雕
宋
淳
煕
本
（
以
下
胡
本
と
略
称
）
及
び
他
の
諸
本
を
参
照
。

 
 

「
魏
都
賦
」（『
文
選
』
巻
六
）
の
注
は
、
尤
本
・
胡
本
は
張
載
注
と
す
る
。
し
か
し
六
家
注
（
袁
本
）・
六
臣
注
（
茶
陵
本
）
本
及
び
九

條
本
は
注
の
冒
頭
に
何
れ
も
「
劉
曰
」
と
表
記
し
、
劉
逵
注
と
す
る
。
本
稿
は
「
蜀
都
賦
」
及
び
「
呉
都
賦
」
の
旧
注
を
主
な
考
察
対
象

と
す
る
。「
魏
都
賦
」
の
旧
注
と
そ
の
注
釈
方
式
が
大
き
く
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
そ
の
第
61
句
か
ら
第
64
句
「
故
將
語
子
以

神
州
之
略
、
赤
縣
之
畿
、
魏
都
之
卓
犖
、
六
合
之
樞
機
」
句
に
対
す
る
注
を
挙
げ
よ
う
。

鄒①

衍
以
爲
儒
者
所
謂
中
國
者
、
於
天
下
八
十
一
分
居
一
耳
。
中
國
名
赤
縣
・
神
州
。
赤
縣
・
神
州
内
自
有
九
州
。
禹
之
所
敍
九
州
也
。

是
以
不
得
爲
州
數
、
中
國
外
若
赤
縣
・
神
州
者
九
、
所
謂
九
州
者
也
。
范②

雎
説
秦
王
曰
、
魏
韓
、
中
國
處
而
天
下
之
樞
也
。

鄒
衍
以
為
ら
く
儒
者
の
所
謂
中
国
は
、
天
下
の
八
十
一
分
に
於
て
一
に
居
る
の
み
。
中
国
を
赤
県
・
神
州
と
名
づ
く
。
赤
県
・
神
州

の
内
自
ら
九
州
有
り
。
禹
の
叙
す
る
所
の
九
州
な
り
。
是
を
以
て
州
数
と
為
す
を
得
ず
、
中
国
の
外
赤
県
・
神
州
の
若
き
者
九
あ
り
、
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所
謂
九
州
な
り
。
范
雎
秦
王
に
説
き
て
曰
く
、
魏
韓
、
中
国
の
処
に
し
て
天
下
の
枢
な
り
。

 
 

①
の
鄒
衍
の
説
は
『
史
記
』
孟
子
荀
卿
列
伝
に
、
②
の
范
雎
の
言
説
は
『
戦
国
策
』
秦
策
に
出
典
を
求
め
ら
れ
る
が
、
何
れ
も
書
名
が

明
記
さ
れ
な
い
。
か
か
る
注
釈
方
式
は
劉
逵
注
に
は
殆
ど
存
在
せ
ず
、「
魏
都
賦
」
の
注
は
劉
逵
と
は
別
人
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断

さ
れ
る
。「
三
都
賦
」
旧
注
の
考
察
は
、
狩
野
充
徳
「
左
思
三
都
賦
諸
家
注
考
証
」（『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
十
一
号
、
一
九
七
六
年
）

を
参
照
。

（
2
）  

『
爾
雅
』
に
曰
く
、
梟
羊
は
一
に
曰
く

。
人
の
如
し
。
面
長
く
脣
黒
く
、
身
は
毛
の
踵
に
及
ぶ
有
り
。
人
を
見
れ
ば
則
ち
笑
ふ
。
亦

た
『
海
南
経
』
の
云
ふ
所
な
り
。『
異
物
志
』
に
曰
く
、
麡
狼
は
大
な
る
こ
と
麋

と
な
か
いの
如
し
。
角
の
前
に
岐
の
下
に
出
で
、
反
り
て
上
に
向
か

ふ
有
り
。
長
さ
は
四
五
尺
。
広
州
に
之
有
り
。
常
に
平
地
に
居
り
、
山
林
に
入
る
を
得
ず
。『
山
海
経
』
に
曰
く
、
南
海
の
外
に
猰

有

り
、
状
は

の
如
し
。
龍
首
に
し
て
、
人
を
食
ら
ふ
。

は
虎
の
属
な
り
。
或
は
曰
く
、
能
く
化
し
て
人
と
為
れ
り
。
象
は
九
真
お
よ
び

日
南
の
山
中
に
生お

る
。
大
な
る
者
は
其
の
牙
鼻
長
さ
一
丈
に
し
て
、
牙
堕
つ
。
烏
塗
は
虎
な
り
。
江
淮
の
間
、
虎
を
謂
ひ
て
烏
塗
と
為
す
。

犀
は
状
は
水
牛
の
如
く
、
頭
は
猪
の
似ご

と

く
、
四
足
た
る
は
象
に
類
し
、
倉
黒
色
な
り
。
一
角 

額
の
前
に
当
り
て
刺
せ
り
。
鼻
上
の
角
は
亦

た
堕
つ
。
又
小
角
有
り
、
長
さ
五
六
寸
、
独
り
堕
ち
ず
。
性
は
棘
を
食
ら
ふ
を
好
み
、
口
中
常
に
血
を
灑
ぐ
。
武
陵
以
南
の
山
中
に
之
有

り
。
兕
は
獣
な
り
。
牛
に
似
た
り
。

（
3
）  

小
南
一
郎
『
楚
辞
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
』（
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
第
四
章
「
王
逸
「
楚
辞
章
句
」
と
楚
辞
文
芸
の
伝
承
」
を
参

照
。
小
南
氏
は
、
王
逸
の
注
釈
方
式
を
王
逸
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
後
漢
期
に
は
一
般
的
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
4
）  

『
尚
書
』
に
曰
く
、
正
月
元
日
、
舜 

文
祖
に
格
る
。
孟
春
は
正
月
な
り
。
元
日
は
正
日
な
り
。
群
后
は
公
卿
の
徒
な
り
。
旁
は
四
方
な

り
。
戻
は
至
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
諸
侯
の
正
月
一
日
四
方
従
り
至
り
、
各
お
の
来
朝
し
て
天
子
に
享
す
る
な
り
。『
尚
書
』
に
曰
く
、
百

僚
師
師
た
り
。
百
僚
は
百
官
を
謂
ふ
。
師
師
は
相
ひ
師
法
と
す
る
を
謂
ふ
。
胥
は
相
な
り
。
洎
は
及
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
元
日
に
百
官

此
に
於
て
相
ひ
連
及
し
来
朝
し
て
賀
す
る
な
り
。

（
5
）  

蟃
蜒
は
大
獣
、
貍
に
似
て
、
長
さ
百
尋
。
貙
は
貍
に
似
て
大
し
。
犴
は
胡
地
の
野
犬
な
り
。
狐
に
似
て
小
さ
し
。
蟃
は
音
万
。

（
6
）  

李
善
注
と
劉
逵
注
の
注
釈
方
式
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
張
伯
偉
『
中
国
古
代
文
学
批
評
方
法
研
究
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）
内

篇
第
一
章
第
三
節
「
二
、
従
経
典
解
釈
看
文
学
解
釈
」
を
参
照
。
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（
7
）  

卭
竹
は
興
古
お
よ
び
盤
江
以
南
に
出
づ
。
竹
の
中
実
ち
て
節
高
け
れ
ば
以
て
杖
を
作
る
べ
し
。『
神
農
本
草
経
』
に
曰
く
、
菌
桂
は
交
阯

に
出
で
、
員ま

る

き
こ
と
竹
の
如
く
し
て
衆
薬
の
通
使
と
為
せ
り
。
一
に
曰
く
菌
薫
。
葉
を
蕙
と
曰
ひ
、
根
を
薫
と
曰
ふ
。『
南
裔
志
』
に
曰

く
、
龍
眼
荔
支
、
荔
支
は
朱
提
南
広
県
、
犍
為
僰
道
県
に
生
ず
。
僰
道
従
り
江
に
随
ひ
東
し
て
巴
郡
江
州
県
に
至
れ
ば
、
往
往
に
荔
支
有

り
。
荔
支
樹
は
高
さ
五
六
丈
。
常
に
夏
至
を
以
て
其
の
実
赤
に
変
じ
て
食
ら
ふ
べ
し
。
龍
眼
は
荔
支
に
似
て
、
其
の
実
赤
く
食
ら
ふ
べ
し
。

卭
竹
・
菌
桂
・
龍
眼
・
荔
支
は
皆
冬
生
し
て
枯
れ
ず
、
山
林
に
鬱
茂
す
る
な
り
。

（
8
）  

蛦
は
鳥
名
な
り
。
如
今
の
所
謂
山
鶏
な
り
。
其
の
雄
は
色
斑
に
し
て
、
雌
は
色
黒
く
、
巴
東
に
出
づ
。
元
亀
は
大
亀
な
り
。
譙
周
『
異

物
志
』
に
曰
く
、
涪
淩
に
大
亀
多
く
、
其
の
甲
は
以
て
卜
す
べ
し
。
其
の
縁
中
の
叉
は
蝳
瑁
に
似
た
り
、
俗
に
名
づ
け
て
霊
叉
と
曰
ふ
。

（
9
）  

薛
瑩
『
荊
楊
以
南
異
物
志
』
に
曰
く
、
餘
甘
は
升
李
の
如
し
、
核
に
刺
有
り
。
初
め
之
を
食
ら
は
ば
味
苦
く
、
後
に
口
中
更
に
甘
し
。

高
涼
・
建
安
郡
皆
な
之
有
り
。
荔
枝
樹
は
山
中
に
生
ず
。
葉
は
緑
色
、
実
は
正
赤
、
肉
は
正
白
に
し
て
、
味
甘
し
。

（
10
）  

六
朝
期
に
お
け
る
地
方
志
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
青
山
定
雄
「
六
朝
時
代
に
於
け
る
地
方
誌
編
纂
の
沿
革
」（『
池
内
博
士
還
暦
記
念
東

洋
史
論
叢
』、
座
右
宝
刊
行
会
、
一
九
四
〇
年
）
及
び
同
氏
「
六
朝
時
代
の
地
方
誌
に
つ
い
て
―
撰
者
と
そ
の
内
容
―
」（『
東
方
学
報
』︹
東

京
︺
第
十
二
册
第
三
号
、
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
四
一
年
）
を
参
照
。

（
11
）  

「
三
都
賦
」
制
作
の
背
景
に
、
西
晋
王
朝
の
対
呉
政
策
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
左
思
「
三
都
賦
」
は
何
故
洛
陽
の

紙
価
を
貴
め
た
か
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
十
八
号
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
12
）  

『
三
国
志
』
呉
書
巻
五
十
三
薛
瑩
伝
に
、「
天
紀
四
年
、
晉
軍
征
晧
、
晧
奉
書
於
司
馬
伷
・
王
渾
・
王
濬
請
降
、
其
文
、
瑩
所
造
也
。
瑩

旣
至
洛
陽
、
特
先
見
敍
、
爲
散
騎
常
侍
、
答
問
處
當
、
皆
有
條
理
。
太
康
三
年
卒
（
天
紀
四
年
、
晋
軍 

晧
を
征
ち
、
晧 

書
を
司
馬
伷
・

王
渾
・
王
濬
に
奉
じ
て
降
ら
ん
こ
と
を
請
ふ
、
其
の
文
、
瑩
の
造
り
し
所
な
り
。
瑩
既
に
洛
陽
に
至
り
て
、
特
に
先
ん
じ
て
叙
せ
ら
れ
、

散
騎
常
侍
為
り
、
問
に
答
ふ
れ
ば
当
に
処
り
、
皆
な
條
理
有
り
。
太
康
三
年
卒
す
）」
と
。

（
13
）  

范
鳳
書
『
中
国
私
家
蔵
書
史
』（
大
象
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
第
一
編
第
二
章
「
魏
晋
南
北
朝
時
期
的
私
家
蔵
書
」
を
参
照
。

（
14
）  

「『
汲
郡
地
中
古
文
册
書
』
に
曰
く
、
桀
は
傾
宮
を
築
き
、
瑶
台
を
飾
る
。
紂
は
瓊
室
を
作
り
、
玉
門
を
立
つ
。
其
の
夸
麗
な
る
を
言
ふ
。」

な
お
当
該
箇
所
に
お
い
て
集
注
本
は
「
飾
瑤
臺
」
を
「
飾
瓊
臺
」
に
作
る
が
注
釈
と
し
て
意
を
な
し
て
お
ら
ず
、
尤
本
に
従
っ
た
。

（
15
）  

汲
冢
書
に
関
し
て
は
吉
川
忠
夫
「
汲
冢
書
発
見
前
後
」（『
東
方
学
報
』︹
京
都
︺
第
七
十
一
册
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
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九
年
）
及
び
唐
明
元
『
魏
晋
南
北
朝
目
録
学
研
究
』（
二
〇
〇
九
年
、
巴
蜀
書
社
）
第
二
章
第
三
節
「
三
、
汲
冢
書
出
土
、
開
始
整
理
時
間

及
其
在
『
中
経
新
簿
』
中
的
分
類
」
を
参
照
。
な
お
吉
川
氏
は
劉
逵
注
所
引
の
「
汲
郡
地
中
古
文
册
書
」
を
汲
冢
書
の
早
い
時
期
の
引
用

例
と
す
る
。

（
16
）  
『
晋
書
』
巻
五
十
一
束
皙
伝
に
、「
華
爲
司
空
、
復
以
爲
賊
曹
屬
。
︙
︙
轉
佐
著
作
郎
（
華 

司
空
為
り
、
復
た
以
て
賊
曹
の
属
と
為
る
。

︙
︙
︹
束
皙
︺
佐
著
作
郎
に
転
ず
）」
と
あ
り
、
張
華
が
元
康
六
年
に
司
空
に
就
い
た
後
に
、
束
皙
は
佐
著
作
郎
に
就
い
て
い
る
。

（
17
）  

杜
預
の
『
春
秋
経
伝
集
解
』
後
序
に
「
汲
冢
書
」
に
関
し
て
、「
始
者
藏
在
祕
府
、
余
晩
得
見
之
。（
始
め
は
蔵
さ
れ
て
秘
府
に
在
り
、

余
晩
れ
て
之
を
見
る
を
得
た
り
）」
と
あ
り
、「
汲
冢
書
」
が
宮
中
の
祕
府
に
収
蔵
さ
れ
て
以
降
、
杜
預
も
束
皙
同
様
に
参
照
で
き
た
こ
と

が
判
る
。
少
な
く
と
も
「
汲
冢
書
」
の
発
見
当
初
は
、
そ
の
閲
覧
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
18
）  

宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究　

科
挙
前
史
』（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
六
年
）
第
二
編
第
二
章
「
魏
晋
の
九
品
官
人
法
」
に
拠
れ

ば
、
魏
晋
期
に
は
尚
書
郎
で
起
家
す
る
場
合
が
散
見
さ
れ
る
。

（
19
）  

『
晋
書
』
巻
四
恵
帝
紀
に
、「
三
月
、
平
東
將
軍
・
齊
王
冏
起
兵
以
討
倫
、
傳
檄
州
郡
、
屯
于
陽
翟
（︹
永
寧
元
年
︺
三
月
、
平
東
将
軍
・

斉
王
冏 

兵
を
起
こ
し
以
て
倫
を
討
た
ん
と
し
、
檄
を
州
郡
に
伝
へ
、
陽
翟
に
屯
す
）」
と
。

（
20
）  

『
晋
書
』
巻
二
十
四
職
官
志
に
、「
及
晉
受
命
、
武
帝
以
繆
徵
爲
中
書
著
作
郎
。
元
康
二
年
、
詔
曰
、『
著
作
舊
屬
中
書
、
而
祕
書
旣
典
文

籍
、
今
改
中
書
著
作
爲
祕
書
著
作
』（
晋
の
受
命
す
る
に
及
び
、
武
帝 

繆
徴
を
以
て
中
書
著
作
郎
と
為
す
。
元
康
二
年
、
詔
し
て
曰
く
、

『
著
作 

旧
く
は
中
書
に
属
し
、
而
る
に
秘
書
既
に
文
籍
を
典
れ
ば
、
今
中
書
著
作
を
改
め
て
秘
書
著
作
と
為
す
』）」
と
。

（
21
）  

衛
権
の
略
解
の
序
文
（『
晋
書
』
巻
九
十
二
左
思
伝
）
に
、「
有
晉
徵
士
故
太
子
中
庶
子
安
定
皇
甫
謐
、
西
州
之
逸
士
、
耽
籍
樂
道
、
高

尙
其
事
、
覽
斯
文
而
慷
慨
、
爲
之
都
序
（
有
晋
の
徴
士
に
し
て
故
太
子
中
庶
子
た
る
安
定
の
皇
甫
謐
、
西
州
の
逸
士
な
り
、
籍
に
耽
り
道

に
楽
し
み
、
其
の
事
を
高
尚
に
す
、
斯
の
文
を
覧
て
慷
慨
し
、
之
が
都
の
序
を
為
る
）」
と
。

（
22
）  

『
晋
書
』
巻
二
十
四
職
官
志
に
、「
及
晉
受
命
、
武
帝
以
祕
書
幷
中
書
省
、
其
祕
書
著
作
之
局
不
廢
（
晋
の
受
命
す
る
に
及
び
て
、
武

帝 

秘
書
を
以
て
中
書
省
に
并
せ
、
其
の
秘
書
著
作
の
局
は
廃
せ
ず
）」
と
。

（
23
）  

荀
勗
に
つ
い
て
は
、『
晋
書
』
巻
十
六
律
暦
志
に
、「
泰
始
十
年
、
中
書
監
荀
勗
・
中
書
令
張
華
出
御
府
銅
竹
律
二
十
五
具
、
︙
︙
（
泰

始
十
年
、
中
書
監
荀
勗
・
中
書
令
張
華
御
府
の
銅
竹
律
二
十
五
具
を
出
だ
し
、
︙
︙
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
泰
始
十
年
（
二
七
四
）
に
は
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中
書
監
に
就
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
晋
書
』
巻
三
武
帝
紀
に
、「
十
一
月
丙
辰
、
守
尚
書
令
・
左
光
祿
大
夫
荀
勗
卒
（︹
太
康
十

年
︺
十
一
月
丙
辰
、
守
尚
書
令
・
左
光
禄
大
夫
荀
勗
卒
す
）」
と
あ
り
、
太
康
十
年
（
二
八
九
）
に
尚
書
令
の
職
で
没
し
て
い
る
が
、
そ
の

晩
年
ま
で
中
書
監
の
職
に
就
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
24
）  
『
中
経
新
簿
』
で
史
部
が
独
立
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「「
史
」
の
自
立
―
魏
晋
期
に
お
け
る
別
伝
の
盛
行
を
中
心
と
し

て
―
」（『
史
学
雑
誌
』
第
百
十
二
編
四
号
、
史
学
会
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

（
25
）  

『
晋
書
』
巻
三
十
九
荀
勗
伝
に
、「
俄
領
祕
書
監
、
與
中
書
令
張
華
依
劉
向
『
別
錄
』、
整
理
記
籍
（
俄
に
秘
書
監
を
領う

け
、
中
書
令
張
華

と
劉
向
『
別
録
』
に
依
り
て
、
記
籍
を
整
理
す
）」
と
。

（
26
）  

王
運
熙
・
楊
明
『
魏
晋
南
北
朝
文
学
批
評
史
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
第
一
編
第
三
章
第
一
節
二
「
左
思
与
皇
甫
謐
」
に

よ
れ
ば
、
皇
帝
権
力
が
政
治
問
題
に
よ
り
博
識
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
た
た
め
に
、
西
晋
人
士
の
間
で
も
同
様
に
博
識
を
好
む
風
潮
が
存

在
し
た
と
指
摘
す
る
。

（
27
）  

晋
の
王
嘉
『
拾
遺
記
』
に
、「
帝
常
以
『
博
物
志
』
十
卷
置
於
函
中
、
暇
日
覽
焉
（︹
武
︺
帝 

常
に
『
博
物
志
』
十
巻
を
函
中
に
置
く
を

以
て
し
、
暇
日 

焉
を
覧
る
）」
と
。

（
28
）  

西
晋
人
士
の
辺
境
地
域
に
対
す
る
関
心
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
静
永
健
「
漢
籍
初
伝
日
本
与
「
馬
」
之
淵
源
関
係
考
」（『
浙
江
大
学
学

報 

人
文
社
会
科
学
版
』
第
四
十
巻
第
五
期
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
29
）  

清
水
茂
「
紙
の
発
明
と
後
漢
の
学
風
」（『
東
方
学
』
第
七
十
九
輯
、
東
方
学
会
、
一
九
九
〇
年
。
後
に
『
中
国
目
録
学
』︹
筑
摩
書
房
、

一
九
九
一
年
︺
に
収
録
）
は
、
紙
の
発
明
が
鄭
玄
に
よ
る
訓
詁
学
の
大
成
を
も
た
ら
し
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
査
屏
球
『
従
游
士
到
儒
士
』

（
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
第
一
章
「
紙
簡
替
代
与
漢
魏
晋
初
文
風
」
は
、
紙
の
普
及
が
後
漢
か
ら
三
国
時
代
に
か
け
て
の
文
学

の
発
展
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
紙
の
総
合
的
研
究
と
し
て
、
潘
吉
星
『
中
国
造
紙
史
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇

九
年
）
第
三
章
第
一
節
「
麻
紙
在
社
会
上
的
普
及
与
推
広
」
を
参
照
。


